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Summary 
This paper describes the occurrence， the char‘acters and the distribution of a clay miner晴
al， Imogolite， involcanogenous soils of Mt. Unzen. 
The Imogolite can be seen in th巴weatheredminerals of relatively fresh soils in th巴north
and south eastern districts of Mt. Unzen. It was found in the middle horizon of the 
profile of the soils which were welトdr吋nedand loamy， and which contain巴dhalf-weathered 
gravel and a small amount of humus・
Since the Imogolite obtained from Mt. Unzen showed slightly lower crystallinity than 
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Fig. 1. Sampling sitcs. 
Sampling sitc 
1. Mimuro， Azuma 
2. Nishihara， Mizuho 
3. Okuuehara，]<く:unimi
4. 1王yakkadai，Kunimi 
5. Morioka， Ariake 
6. Kashiwano， Ariake 
7. Aburabori， Shimabara 
8. Kagebira， Shimabara 
9. Yamanooto， Fukae 
10. Amagase， Futsu 
11. Onoc， Arie 
12. Hirono， Arie 








AC 粘土 (pH3.5~4.0 で分散する粕土〉および AK 粘土 (pH 10.5~ 11.0で分散する粘土)の





く2μ，<0.5μ および<0.2μ の粘土について MEHRA& JACKSON法3) によって遊離酸化物を
除去後， JACKSON法4) に従って調製した粘土を定方位lこして Geigerflex(理学電機製 D-8C型〕
を用いて X線回訪?を行なった.X線田折を行なう場合lζ，遊離様化物除去後の残査に含まれて
いる取殺合設の多少が， X 線問折線の強度lζ強く影響する5) と忠、われるので il離酸化物除去
後， K粘土および Mg粘土にした後， H20で21滋遠心洗fl'，吏lζ試料を透析袋につめ， H20中
K4日間つけて透析を行ない，過剰の塩類を除去した.
B.示差熱分析
く2ft.の Mg*I~j:について示差熱装 i丘(翌日学'ilt機製 本l:;n;~)をJljいて測定した.
c.赤外線吸収スベクトJL-分析
赤外線吸収スペクトル分析はくZμ およびく0.5"円の粘土について (1)遊離酸化物そ除去し
たもの (2)遊離酸化物ぞ除去後， 0.5N NaOH (HASHIMOTO & JACKSOl司法的)による不溶解部
分の 2つのスベクトノレおよび (3) 0.5N NaOH可溶部分のスベクトノレ，すなわち，示差スベク




イモゴライトの性状については， 脊降7) AOMINE8)， YOSHINAGA & AOMHすがに WADA & 
YOSHINAGA8)は次のよう KJz!、べている.
イモゴライトは外筏 17-21λ，内筏 7-10λ の rjこt~区管状の *14th!1単位が来状iζ集合し，機断回直
径が 100A内外のセンイ状粒子をなすものとjEわれる.また， X線!日!折法によって粘土鉱物を同
定した場合，イモゴライトが十分に含まれておれば， J民乾物では 14A 側近lζ強い閉折おU~ と 8A
および 5.5λ 側近 lζ[:f1-弱皮の回折線が認められ，試料を加熱 (100~2000C) すると風乾物での
14λ のピークが 18λ 鮒近に移行し，この 18λ 間近のピークの強度は風乾物での X線回折に
よる 14λ のピークの強度rc比較して大きくなり，試料を吏K3500C以上に加熱した場合， 18λ 
のどークは i'i失する. また，ぷ笈熱分析によってイモゴライトを含む粘土を悶定した場合，
4200C I附近に吸熱ピークが認められる. ぷ外線吸収スベクトノレ分析で、は， イモゴライトが含ま
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A. X線西折による有無
第2図は油郷第3)爵のく2μ およびく0.5μ の K粘土の X線問折医!である. く2μ の粘土の
X線開折閣では風乾物の場合， 14Aの強いピークと 8.4Aの弱いピークとが認められるが，試料
を 1050CIr.加熱すると 14Aのピークが減少し 19.6Aのピークが認められるようになった.試
料を更に 5500CIr.加熱して X線回折を行なうと 19λ のピークが完全に消失した.く0.5μ の粘
土の X線酉折図でも河じような傾向が認められた.く2μ の粘土とく0.5μ の粘土との X 線閥
抗-闘を比較すると，く0.5μ の粘土の方がくZμ の粘土よりも風乾物での 14Aのピークおよび








Fig. 2. X-ray diffraction pattcrns 01' -2μancl --0.5μfractions 


















Fig. 3. Differential thermal curvcs of -2μMg-clays prepared 
合omvarious horizons in Aburabori soil profile 
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Fig. 4. Infra-red spectra of 0.5 N NaOH soluble 仕action. Difference 
spectra between deferrated insoluble fraction and the residue remaining 
after 0.5 N NaOH treatment of-2μfraction prepared from the third 









Y OSHINAGA & AOMINE法1)Iζ準じて，風乾細土から AC粘土および AK粘土を分離し，それぞ
れの合援を調べ， AC粘土およびAK粘土中のイモゴライトを悶定した.
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Fig.5. Electro:J. micrograph of -0.5μfnction prepared from the third 
horizon of Aburabori soil. 
第2表はAC粘土および AK粘土の合設を示したものである. 第lJ[当， 第21鼠などの表尉部
は殆んどがAK*，'jゴ二で， AC粘土はlYiかしか認められなかった. しかし第3h!'j はAC粘土が非常
に多く，第41忍， tf~ 5腐などの中層部lともかなり AC粘土が含まれていた.
AC粘土および AK粘土を X 線回折および赤外線吸収スベクトノレ分析した結栄では， [惑には
示していないが，イモゴライトは AC粘土に多く認められ， AK粘土には認められなかった.示
差熱分析および霞子顕徴鏡撮影の結果では，イモゴライトは AC粘土l乙多く認められたが， AK 
粘土にも僅かに認められた.
以上の結果は先に述べた青峰7)，AOMIl叩8)，WADA & YOSHINAGA9) らの報告と一致している.
したがって，雲l1iの火山性土中には明らかにイモゴライトが存在する.
Table 2. Recovery of c1ay separates (-2.0μ) 
Soil Ho- Depth AK十AC* AK* AC* AK** 
AC象*
nzon (cm) (%) (%) (%) (%) (%) 
0-55 16.35 15.10 1.25 92.35 7.66 
2 55-85 16.07 16.07 100.00 
Aburabori 3 85-125 23.48 6.38 17.10 27.17 72.82 
4 125-145 28.41 16.00 12.41 56.32 43.68 
5 145-200 21.11 7.09 14.02 33.59 66.41 
* on the basis of oven -dried -2 mm soil 
* * on the basis of oven -dried -2μ(AK十AC)c1ay 
2. イモゴライトの形状
雲l1iのイモゴライトがどのような特徴を持っているかを知るために，イモゴライトとして結晶
皮が商いと言われている鹿沼のゲノレ状皮!肢を対照、物として X 線国折， 赤外線吸収スベクトノレ分
析および電子顕微鏡撮影による比較を試みた.
A. X線回折による比較
第6閣は池堀第3腐の <0.2μ のAC粘土と鹿沼のゲ、ノレ皮!撲のく0.2μ の画分の風乾物の X線
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Fig. 6. X-ray di百ractionpatterns of air dried， K-saturated -0.2μ 
AC fraction prepared from the third horizon of Aburabori soil 
and -0.2 p fraction prepared from Kanuma gel film 
B.赤外線吸収スペク卜)[，分析による比較
第 7図は X 線@折lζ用いたのと同じ試料の赤外線吸収スペクトノレ分析の示主主スベクトノレ闘で
ある.すなわち，粘土から遊離酸化物を除去後の不溶解部分と遊離酸化物を除去後， O.5NNaOH
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Fig.7. Di汀erenccinfra-rcd spectra of 0.5 N NaOH solublc fraction. Di汀er-
ence spectra between deferrated insoluble fraction and the residue 
remaining after 0.5 N NaOH treatment of the -0.2μfraction. 
A: the third horizon of Aburabori soil 
B: Kanuma gel film 
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Fig. 8. Electron micrograph of -2μfraction prepared仕omKanuma gel自1m.
Fig. 9. Electon micrograph of -0.5μfraction prepared from the third horizon of Abura抱




















































2 Nishihara， Mizuho-cho 
3 Okuuchara， Kunimi-cho 
4- Hyakkadai， 11 
5 Morioka， Ariakかcho
6 Kashiwano. 11 
7 Aburabori， Shimabara-shi 
8 Kagebira， 11 
9 Yamanooto， Fukae-cho 
10 Amagase， Futsu-cho 
1 Onoe， Arie-cho 




Locality of soils 
十 moderate十 alitlc， ニと qucstlOn乱ble，absent， 
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日1I11S C(%iaY ) T 
(%) (O/~) Texture 
24 34 LiC 
14 45 LiC 
12 26 SiC 
15 23 SiCL 
8 22 CL 
10 21 CL 
14 40 SiC 
17 31 SiC 
6 25 LiC 
1 28 SiC 
コ 21 SiC1 
4 22 CL 
10 38 SiC 
46 HC 














Yamanooto， 3 Fukac 
4什
5十ト
HIllI111S C(%lay) Texture 
(%) 
3 14 L 
3 15 
3 29 SiC 
47 HC 
27 35 LiC 
26 39 LiC 
6 11 L 
14 15 CL 
G 17 CL 
21 28 LiC 
19 16 CL 
5 31 LiC 
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